


















































































































て描いていることは明らかである。女の後ろにはふたり 侍女が毛扇を女に差しかける。女の左側には、女に付き従うかのように一頭 龍が描かれる。これらのモティーフは、画面向かって右上より左下 かけて流れ 雲の上に乗る。雲の下方一面には謹直な線描による水波が引 れ、龍と侍女を引き連れた女が雲に乗っ 水上を移動するという、幻想的な光景が展開される。　
天の世界とも思しき情景を描く右幅から一転して、左幅に描かれるのは、
視点の大きく下 った地上の世界である。画面の下お そ三分の一を占める、大小 岩石の点在する 面では、ひとりの男が馬を曳いている。何か
気付いて後ろを見やるような仕草をする男の視線の先には、右幅に描かれるのと類似した姿の龍が、遠方で雲をまとって飛翔している。右幅で設定された観者の視点が俯瞰気味であったのに対し、左幅では対象を真横からとらえている。岩場の後方には、画面最上部まで水域が広がっている。この水域に視線が遮断されることで奥行き 喪失し 画面は、モティーフ全 が横向きの配置なのとも相俟って、平面的で静謐な空気感を漂わせている。　
画中の細部に目をやると、その細緻な描き込みには、なんらかの具体的な






















































描写が近似するだけでなく、裾の輪郭が弧線を繫げるようにして描かれ 点においても共通 。このような絵巻から 直接的な転用を伺わせ 写か



























































騒」とする見解においては、一致を見 いる。これ以降の画集や関連文献においても、本作が詩の「離騒」を典拠 いう説は、基本的 踏襲された。その理由はいうまでもなく、本作の題名が詩 名 同じ《離騒》だからである こ 点は自明とされ、議論が発生することはな っ 。しかし、
挿図 （　高階隆兼筆《玄奘三蔵絵》巻第二
第五段　部分（反転画像）　藤田美術館



























わば、 「離騒」を題材とし がら、神 見紛う女性 描くと う行為そのものが、原典の主旨から大きく齟齬して るのであ 。　
次に画中の副次的なモティーフである龍の存在に着目したい。画中の龍
は、右幅では女に引き連れ れ、左幅では水上を飛びまわっており、非常に印象的に描かれている。しかし、原典である ずの「離騒」に、龍 ほとんど登場しない。たしかに細野 張するよう 、同詩には蛟龍 橋を架けさせる場面が存在する。だ 詩の中でも決して重要 な この場面を 対幅の一方として描く必要があるようには考え な 。更 問題 こ 、
龍の登場場面と、細野が右幅の女性に比定する巫咸の登場場面は関連性を持たないため、左右両幅の連携が取れず、対幅という作品 形式が全く意味を成さなくなってしまう。　
以上のように、 《離騒》には、原典であるはずの「離騒」の内容が反映さ














































に関する見解 賛意 示しつつ、本作が「九歌」中の「湘君」 「湘夫人」を典拠としていることをより実証的に明らかにする。　「九歌」は、 「離騒」と同じく『楚辞』に収録される詩で、屈原の作と伝わっている点も「離騒」と同様である。この詩は、 屈原が沅湘に落ち延びた際現地の祭祀で用いられる歌が野卑なため優美に改作したものだといわれ、神々を祀る歌とされる一方、自身を放逐した王に対する屈原 風諫ともされる
）（（
（
。 「九歌」は十一篇の詩によって構成され、 これより見る「湘君」 「湘夫人」
は、 その第三篇と第四篇に当たる。この「湘君」 「湘夫人」両篇は、 その内容・用句の近似から一対の詩として理解さ 。両篇 、解釈の難 い「九歌」の中でも、人称が複雑に入り乱 ことにより特 難解 もの されるが、後世 注釈では、屈原が湘水の女神を求めても、その姿 見るこ できない愁いを詠った詩であると解釈された。　
以下に画中の描写を七項目に分け、詩の文言と対照する
（括弧内の右／左












す」と符合する。また、女の乗る雲が右上から左下へと対角線状に下降して描かれることによって、まるでこの女が、天空 幅に描かれる地上へと降りてくるかのような印象を観者に与え 。この描写は、 「湘夫人」 第一句 「帝子北渚に降る」とも結びつく。この「帝子」が誰を指すの については歴代の
『楚辞』注釈書によって諸説あるものの、 主に中国神話の聖王堯の娘で、



























































































特に注目 べきは後半の 句である。 「佳き人
（湘水の女神）
が私を招いてい


































このように、本作の画面内容の多 が、 「湘君」 「湘夫人」の詩句によって
解釈可能である。これよりすれば、右幅の女を まさに地上に降臨せんとする湘水の女神、そして左幅の男を、女神の降臨を待ち望む屈原 比定す のが最も適切といえよう。こうした観点に立つと、本作全体の構造も、詩の主題の反映ととらえることができる。先述の通りこ 詩は、湘水 女神を求めてもそ 姿を見るこ のできない屈原の愁い 詠んだものだと解釈された。本作では 屈原の愁いが、対幅と う形式によって示されて のではないだろうか。両幅を掛け回す 右 の湘水の女神と左幅の屈原 、互いを慕って見つめ合っているようにも見える。一方、作品そのものが左 に引き裂かれて ることによって、愛しい相手との「目交 」は決して叶わない。




















































麟風の白描画 よって表現する点に特徴があ 。この「神仙図像」系統の作例を本作 右幅と対照する 、白描を主体と 表現や、水上を行く湘水女神の姿に共通する要素を見 取ることが きる。脇本 述べる通り、霊華
























































































































































大観が作品制作の参考にしたと述べる 「離騒」 は、 「屈原の辞賦を集めた本」









































ている。この「離騒」と う分類は、訓詁学上で 重要であっても、詩の文意に直接関わるものではなく、却って詩題の混乱を招くと見なされ削除されたのだと考えられ 。 「離 が屈原詩を示す語でもあるという認識が、必ずしも共有されるものではなくなっ きたことが伺われ 。　
以上より、本作の画題《離騒》にまつわる問題 根本に、作者と受容者と










































































































騒図』の日本における流通の実像は不明だが、瀧川は当時第二高等学校教授として仙台で教鞭を執っており、大村が当地まで借 受けに出向いてい ことを考えれば、大村 活動拠点である東京周辺でこの書物を入手することはできなかったと考えられる。 『離騒図』が日本 は相当に珍しい書籍であったことが理解されよう。この『蕭尺木離騒図』は非売品 あったため、流通範囲は限定されてい こと 推測　
以上の事実をふまえた上で、同書に掲載された挿図を見てみたい。同書は




























共通す 要素 多いことに気付く。まず、湘水の女神が龍を従え飛来する同書中の湘水の女神 描写は、本作の龍を引き連れた女神の姿と対応する。現存する《九歌図》には、龍を従えた湘水の女神の図様が存在しないことからすれば、霊華が同書 挿図 に触発された可能性は高いと考えられる。また、湘水の女神 花を手 持つ点も共通している そ 他にも『離騒図』の全体の構成に見られる、ふたりの神が見つめ合う劇的な構図も注目に値する。これは、 《離騒》の両幅をかけまわすと、男女が向かい合い、見つめ合っているかのように見えるという構 と相通じる の いえる。龍に乗る一方が斜め横を向き、馬 乗るもう一方が振り返り つ真横を向くと う人物配置にも、本作と近い要素を感じ取 こと できる。　
以上、この『離騒図』は、本作の成立と極めて近い時期に復刻されている
































































たと う前提に立てば、霊華は最新の刊行物である『蕭尺木離騒図』入手のため、正木に何らかの働きかけをすることが想定され 。あるいは逆に、霊華にこの本を紹介したのが正木だということもありうるだろう。いずれにしても霊華は、 『蕭尺木離騒図』を比較的容易 入手できる環境にあったのである。　
このような見地に立った上で、改めて『蕭尺木離騒図』の挿図を見てみる








た可能性について検証した。ここで同書の周辺にも視野を広げる 更に興味深い事実が浮上する。 『蕭尺木離騒図』 収録される稀覯漢籍の叢書『図本叢刊』には、 『程氏墨苑』が納められているのである。本稿の第二章第三節でもすでに検証した通り、 『程氏墨苑』に掲載される「湘夫人」 「雲中君」の図様は、 本作の直接の図像的典拠であると考えられ 。 『 叢刊』 版の 『程氏墨苑』は、原本全二十二巻の中から、第一巻及び第二巻を二冊の分冊形式で復刻した。 「湘夫人」 「雲中君」を掲載する第一巻は、大正十二年四月に


























































































































































観者の双方が、 「徽宗の猫の から喚起される強固なイメージ 共有していること 現れといえ 。　
これに対し《離騒》は、こうした日本における旧来の中国絵画イメージか











る。霊華が「九歌」を主題とする本作を《離騒》と名付けたのは、屈原の詩を「離騒」と称することによ 。この認識が受容者と共有されなかったことが、受容者側の主題特定における重大な錯誤につながった。加えて、本作が採用した図様は、従来の日本では見慣れないものだった。そのため観者は、本作の主題が「湘君」 「湘夫人」であ と認識できなかっ のである。 の見慣れない図様を採用した、 いうこと 、翻って えば、霊華 当時最新の情報に対していかに鋭敏な嗅覚を有していたかを如実に示している　
歴史的に見れば、一九二〇年代は日本と中国の間での人・モノ・情報の交








の制作背景に存在す ものが、単に霊華の古画・古典の学習のみに止まるものでないこと もはや言を俟たない。 表現志向を下支えし のは、中国に対する新たな眼差しが形成された一九二〇年代という時代そのものなのである。　
本作の主題と図様の典拠が明らかとなった上でなお検討されるべきは、本











































『美之国』 二巻十一号、 一九二六年、 二十頁。脇本楽之軒 「 『帝展』 の日本画 【七】 」
『東京朝日新聞』大正十五年十月三十一日朝刊、 第八面。藤懸静也「吉川霊華の離騒」『アトリヱ』三巻十一号、一九二六年。新井勝利作品解説「離騒」 『世界美術全集第二五巻』平凡社、 一九五一年、 二八三頁。青木勝三作品解説「離騒」 『世界美術全集』第十一巻、 角川書店、 一九六一年、 二 〇頁。細野正信作品解説「離騒」 『日本絵画館第十巻、 講談社、 一九七 年、 五三頁。無署名作品解説「離騒」 『原色日本の美術』第二十六 小学館、 一九七二年、 九十九
︱
一〇〇頁。細野正信作品解説「離騒」 『原













































































（0）　「霊華君の『離騒』は、屈原の離騒によつて得たる感想から画いたもので、離騒の内の一事件の説明画、或は離騒の挿絵といふやうなもので ない。従つ 離騒の如何なる部分を絵にしたといふの はない。然し画面にあらはされたものは、横物二幅に、向つて左には屈原が馬をひいて立ち、右には虙妃が雲に乗じ龍を従へてゐる。 （中略）霊華君はその心を つて、絵を作つた、
虙
妃をかりて、屈原の思の一
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呉哲夫「蕭雲従的離騒図」 『故宮文物月刊』第四巻第十一期、 一九八七年、 六十二頁。小林前掲註
（（、八十六︱八十九頁。馬孟晶「図文交織的神異世界︱院蔵三種与蕭雲
従相関之離騒図」 『故宮文物月刊』第十九巻第二期 二〇〇一年、 五十六︱六十九頁。馬孟晶「意在図画─ 「天問」挿図的風格与意旨」 『故宮学術季刊』第 八巻第四期、二〇〇一年、一〇三︱一四〇頁。
（































































（（）　「東山御物」イメージの展開については以下を参照。中村秀男「御物御画目録の撰者能阿弥に関する一考察」 『東京国立博物館紀要』 、一九七 年、一五七
︱
二
五〇頁。 『東 御物』展図録、根津美術館・徳川美術館、一九七六年。島尾新「 「東山御物」随想︱イメージのなかの中国画人たち」 『南宋絵画』展図録、根津美術館、二〇〇四年、二十五︱三十七頁。
（
（（）　「八百屋の前を通りかゝつた。するとその八百屋の前に置かれた荷車の上にあの猫が寝てゐた。 （中略）わたしは、その荷車の猫を視た時、無意識に、 「ははァ・・徽宗皇帝の猫がゐるぞ と言つ んださうだ（中略）徽宗皇帝とはかの有名な支那宗
（ママ）
代の花鳥画の名画人である。事実わたしはその場合、その猫が現実の動物では












術館、二〇〇二 、十三頁。三 信惠「新しきも 、古きもの︱竹内栖鳳の造形的











































画家の親善を目的とする美術クラブ「西湖有美書画社」の設立を計画し、唐は書画社の設立資金の調達と土地差配を担っていた。 また 『列仙酒牌』 以後に刊行された 『図本叢刊』の封面の題字は、海上画壇の大家で、唐と同じく西湖有美書 社の設立者のひとりである呉昌碩（一八四四
︱
一九二七）の揮毫によるものである。大村は上
海における自身の人脈を用い、中国画壇の領袖である呉昌碩に乞うて題字の揮毫を依頼したのだと推測される。 『図本叢刊』 刊行の背景にある日中間の交流については、後稿にゆずるこ したい。
（
（（）　「（吉川霊華の前回の官展出品作である） 『菩提達磨』の時代は、なほ下村観山君
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